
令和７年度 東京学芸大学大学院教育学研究科 入学試験 
 

試
験
区
分 

一般選抜 ○ 
 

科目 （カ）音楽科教育学   

現職教員選抜 ○  

対象 音楽教育サブプログラム 

 

外国人留学生等選抜 ○  

 

受験番号 
      

派遣教員選抜 ×  

特別選抜 ×  

 

（ 1 ）   

問  
中学校学習指導要領（平成 29 年告示）第 2 章第 5 節第 3「指導計画の作成と内容の取扱い」の 2（1）には次のように記載されている。 
「ア 音楽活動を通して，それぞれの教材等に応じ，音や音楽が生活に果たす役割を考えさせるなどして，生徒が音や音楽と生活や社会との関

わりを実感できるよう指導を工夫すること。なお，適宜，自然音や環境音などについても取り扱い，音環境への関心を高めることができるよう

指導を工夫すること。」 
音環境への関心を高めるための指導の工夫とはどのようなものであるか, あなたが考える「音環境」と「音環境への関心を高めるための指導

の工夫」について, 具体的な例をあげながら日本語で述べなさい。 
 
【解答欄】 
 
 
＜解答のポイント＞  
・問題の内容を適切に把握して解答している。  
・明解な文章表現により, 論理的に書かれている。  
・適切な具体例をあげて述べられている。 


